令和４年1１月吉日
糸状菌遺伝子研究会

会長　五味　勝也
糸状菌遺伝子研究会奨励賞および技術賞ご推薦のお願い
平素は糸状菌遺伝子研究会の活動にご支援、ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

本研究会では、糸状菌遺伝子研究会奨励賞（以下、奨励賞）と糸状菌遺伝子研究会技術賞（以下、技術賞）の2つの研究会賞を設けております。奨励賞及び技術賞は、本研究会の分野における優れた研究業績を表彰することにより、糸状菌遺伝子研究の発展・普及・産業への活用をさらに推進する事を目的に設置し、本年で第12回の選考を迎えました。
つきましては、会員の皆様に各賞に相応しい研究業績をご推薦いただきたくお願い申し上げます。ご推薦は、別紙の糸状菌遺伝子研究会授賞規定をご参照いただき、添付の候補者推薦書にご記入の上、令和4年１2月1６日（金）までに、本研究会事務局までお送りいただけますようお願い申し上げます（下記メールアドレスでも受け付けます）。また、書式につきましては、ホームページでもダウンロードいただけます。
なお、令和４年度の奨励賞の受賞対象者は満40歳以下（令和５年４月１日時点）といたします。

皆様からご推薦いただきました候補者から、本研究会の運営委員から会長が指名する選考委員会により授賞選考を行い、令和５年開催予定の第33回糸状菌遺伝子研究会総会にて受賞者を表彰させていただく予定です。
ご多忙中とは存じますが、会員の皆様からの積極的なご推薦をお願い申し上げます。
送付先　　　糸状菌遺伝子研究会　事務局

　　　　　　　　〒739-0046　広島県東広島市鏡山３丁目７番１号

　　　　　　　　独立行政法人　酒類総合研究所　醸造微生物研究部門　

　　　　　　　
　e-mail:　 info@fungi.mysterious.jp
締切　　　　令和4年12月16日（金）必着
以上
第1２回糸状菌遺伝子研究会賞候補者推薦書
                                                   令和　　年　　月　　日

	 推　薦　者*
	 所　属：                         氏　名：  　   　         

	 連  絡  先
	ＴＥＬ：                         ＦＡＸ：

 E-mail：


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊：賛助会員の場合は代表者名

	  賞      名
	　該当する糸状菌遺伝子研究会賞に印(レ)をつけてください。

	
	□奨励賞　　　　　□技術賞

	
	

	  候　補　者
	 氏　名：　　　　　　　　　　　　　　役 職 名：

 所　属：　　　　　　　　　　　　　　
E-mail：

	受賞対象となる研究題目
	

	  推 薦 理 由
	３-５行程度で簡潔にご記入ください。



	通信欄

その他、本賞に関するご意見や候補者に関する事などありましたらご自由にご記入ください。




（別紙）
糸状菌遺伝子研究会授賞規定
　糸状菌遺伝子研究会は、会則4条二項「奨励賞および技術賞の授与」に基づき、糸状菌遺伝子研究会の授賞に関して次のように定める。

第１条　糸状菌遺伝子研究会に、糸状菌遺伝子研究会奨励賞（以下「奨励賞」という。）及び糸状菌遺伝子研究会技術賞（以下「技術賞」という。）を設ける。
第２条　奨励賞は糸状菌遺伝子研究に優れた業績をあげた研究事績に授与する。

２．　研究事績1件につき1名の受賞候補とする。
３．　受賞者の年齢は、受賞年の4月1日において満40歳以下であること。
４．　研究事績は、原則として2報以上の原著論文として掲載されていること。
５．　奨励賞の受賞者には、賞状と副賞を贈る。
第３条　技術賞は糸状菌遺伝子研究を利用した優れた技術開発事績に授与する。
２．　技術開発事績1件につき4名までの複数の受賞候補を認める。
３．　技術開発事績は、実用化、商品化されるなど技術の発展に多大な貢献をしていること。
４．　技術賞の受賞者には、賞状と副賞を贈る。
第４条　奨励賞および技術賞の候補者は、糸状菌遺伝子研究会の賛助会員及び個人会員から推薦された者とする。

第５条　奨励賞および技術賞の授賞候補者を選考するため、糸状菌遺伝子研究会の会長は、運営委員を各賞の選考委員に指名する。

２．　各賞の選考委員は、推薦された候補者から、原則として各賞1件ずつの受賞者を選考し、選考結果を糸状菌遺伝子研究会の会長に報告する。

３．　選考委員の審査において授賞に該当する候補者がないとされた場合は授賞を行わない。
４．　選考委員は、各賞受賞候補者に対し、受賞候補者調書の提出を求めることができる。

５．　各賞受賞候補者は、当該の賞に関する受賞候補者の選考に関与することはできない。

第６条　授賞は糸状菌遺伝子研究会の年会にて行う。
２．　原則として受賞者は、受賞年度の年会にて受賞講演を行う。

第７条　賞にかかわる費用は、糸状菌遺伝子研究会の会計から支出する。

附則

　本規定は、平成22年12月1日から実施する。
